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(57)【要約】
【課題】袋体に挿入された袋支持体の袋体からの抜け止
めと袋支持体による袋体の支持とを適切に実現すること
ができる清掃具を提供する。
【解決手段】表面に清掃部材１を設けた袋体２と、袋体
２に対して挿脱自在な袋支持体３とを備える。袋支持体
３は、可撓性を有し袋体２の内部に挿入される板４と板
４の端部に連設された柄５とを有し、板４は袋体２に挿
入される方向に細長く、該方向の一方端が開放されたス
リット形状の係合部４ｃを有する。袋体２は挿入された
袋支持体の係合部４ｃと係合する被係合部２ｂを有し、
被係合部２ｂは袋支持体３が挿入される方向に延在する
ように袋体２の対向する内側部分同士を結合（縫合）し
たものである。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面に清掃部材を設けた袋体と、該袋体に対して挿脱自在な袋支持体とを備えた清掃具
において、
　前記袋支持体は前記袋体に挿入される方向に細長く、該方向の一方端が開放されたスリ
ット形状の係合部を有し、前記袋体は挿入された前記袋支持体の係合部と係合する被係合
部を有していることを特徴とする清掃具。
【請求項２】
　前記係合部の内縁部が凹凸状をなすことを特徴とする請求項１に記載の清掃具。
【請求項３】
　前記被係合部は前記袋支持体が挿入される方向に延在していることを特徴とする請求項
１又は２に記載の清掃具。
【請求項４】
　前記被係合部は、前記袋体の対向する内側部分同士を結合したものであることを特徴と
する請求項１から３のいずれか１項に記載の清掃具。
【請求項５】
　前記袋体は、入口縁部の内面の対向する位置に面ファスナー部材を設けてあることを特
徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の清掃具。
【請求項６】
　前記袋支持体は板状部分を有することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記
載の清掃具。
【請求項７】
　前記板状部分の少なくとも一面に突起を設けてあることを特徴とする請求項６に記載の
清掃具。
【請求項８】
　前記袋支持体は、可撓性を有し、前記袋体の内部に挿入される板と、該板の端部に連設
された柄とを有することを特徴とする請求項６又は７に記載の清掃具。
【請求項９】
　前記袋体は表面の一部又は全体に前記清掃部材を設けてあることを特徴とする請求項１
から８のいずれか１項に記載の清掃具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば浴室の床面、天井、壁面等を清掃するための清掃具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　清掃部材としてナイロン製の繊維材を表面に縫製した袋体の内部に棒状の袋支持体を挿
入し、袋体の入口部分を紐で袋支持体に縛り付けて抜けないようにしたモップが公知であ
る（特許文献１参照）。また、少なくとも一方の面が汚れ拭き取りのシート面である扁平
形状の袋体の内部に扁平形状の袋支持体を挿入し、袋体の入口部分を弾性伸縮性の部材に
するとともに、袋支持体の挿入部の幅を袋体の入口の開口幅より広く、袋体の内部の幅よ
り狭くして抜けを防止するようにした汚れ拭き取り具が公知である（特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平８－２６６４５５号公報
【特許文献２】特開平１０－３２８１０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１に記載した清掃具では、紐で縛るため抜け止めは確実であるが紐で縛る操作
が面倒である。特許文献２に記載した清掃具では、袋体に挿入した袋支持体を強い力で引
っ張った場合に、弾性伸縮部材である袋体の入口部分が袋支持体の挿入部によって押し拡
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げられて抜けるおそれがある。
【０００４】
　特許文献１、２に記載した清掃具では、袋体の内面部分は挿入された袋支持体に対して
相対移動することができるため、清掃具に大きな外力が加わった場合に、袋体の内面部分
に対する袋支持体の支持位置がずれ良好な清掃作用をしなくなるおそれがあり、また、袋
体に無理な力が働いてしわがより、袋体が損傷するおそれもある。
【０００５】
　本発明は、上述したような事情に鑑みてなされたものであり、主たる目的は、袋体に挿
入された袋支持体の袋体からの抜け止めと袋支持体による袋体の支持とを適切に実現する
ことができる清掃具を提供することにある。
【０００６】
　また、他の目的は、袋支持体の抜け止め及び袋体の支持の効果を高めた清掃具を提供す
ることにある。
【０００７】
　また、他の目的は、袋支持体の抜け止め及び袋体の支持を簡易な構造にて実現すること
ができる清掃具を提供することにある。
【０００８】
　また、他の目的は、簡単な操作で清掃効果を高めることができる清掃具を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１発明に係る清掃具は、表面に清掃部材を設けた袋体と、該袋体に対して挿脱自在な
袋支持体とを備えた清掃具において、前記袋支持体は前記袋体に挿入される方向に細長く
、該方向の一方端が開放されたスリット形状の係合部を有し、前記袋体は挿入された前記
袋支持体の係合部と係合する被係合部を有していることを特徴とする。
【００１０】
　第１発明にあっては、表面に清掃部材を設けた袋体に袋支持体を挿入すると、袋体の被
係合部が袋支持体の細長いスリット形状の係合部に対して開放された一方端から入り込み
、袋支持体の係合部に係合され、袋体の被係合部は袋支持体の係合部による規制を受けて
、袋支持体の動きに追従する。袋体に挿入した袋支持体を袋体から離脱させる場合は、ス
リット形状の係合部に係合されている袋体の被係合部を係合による抵抗に抗してスリット
形状の開放された一方端まで移動させ、スリット形状から外して、袋支持体の係合部によ
る係合を解除する。
【００１１】
　第２発明に係る清掃具は、前記係合部の内縁部が凹凸状をなすことを特徴とする。
　第２発明にあっては、袋支持体の係合部のスリット形状の内縁部がなす凹凸により、袋
体の被係合部が袋支持体の係合部に対して移動する場合の係合による抵抗が増加する。
【００１２】
　第３発明に係る清掃具は、前記被係合部は前記袋支持体が挿入される方向に延在してい
ることを特徴とする。
　第３発明にあっては、袋支持体が挿入される方向に延在した袋体の被係合部が袋支持体
の挿入される方向に細長いスリット形状の係合部と係合するので、袋体の被係合部と袋支
持体の係合部とが係合し合う範囲が広くなり、係合力が強くなる。
【００１３】
　第４発明に係る清掃具は、前記被係合部は、前記袋体の対向する内側部分同士を結合し
たものであることを特徴とする。
　第４発明にあっては、袋体の対向する内側部分同士を結合した結合構造で被係合部が形
成されるので、被係合部用に別途部材を用意する必要がない。
【００１４】
　第５発明に係る清掃具は、前記袋体は、入口縁部の内面の対向する位置に面ファスナー
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部材を設けてあることを特徴とする。
　第５発明にあっては、袋体に袋支持体を挿入した後、袋体の入口縁部の内面の対向する
位置に設けた面ファスナー部材を結合させて袋体の入口を塞ぐことができる。
【００１５】
　第６発明に係る清掃具は、前記袋支持体は板状部分を有することを特徴とする。
　第６発明にあっては、袋支持体の板状部分を清掃対象物の表面に沿う状態にして、板状
部分で支持された袋体の表面の清掃部材が清掃対象物の表面に接触する面積を大きくする
ことができる。
【００１６】
　第７発明に係る清掃具は、前記板状部分の少なくとも一面に突起を設けてあることを特
徴とする。
　第７発明にあっては、袋支持体の板状部分の少なくとも一面に設けた突起が袋体の内側
部分にくい込み、袋体の内側部分の移動を規制する袋支持体の規制力が大きくなる。
【００１７】
　第８発明に係る清掃具は、前記袋支持体は、可撓性を有し、前記袋体の内部に挿入され
る板と、該板の端部に連設された柄とを有することを特徴とする。
　第８発明にあっては、可撓性を有する板の端部に連設された柄を手で持ち、袋体の内部
に挿入した板で支持された袋体表面の清掃部材を清掃対象物の表面に接触させて清掃する
場合に、手で押す力を強くして板を大きく撓ませると袋体表面の清掃部材が清掃対象物の
表面に当たる力が大きくなる。手で押す力を弱くして板の撓みを小さくすると、袋体表面
の清掃部材が清掃対象物の表面に当たる力が小さくなる。
【００１８】
　第９発明に係る清掃具は、前記袋体は表面の一部又は全体に前記清掃部材を設けてある
ことを特徴とする。
　第９発明にあっては、袋体の表面の一部に清掃部材を設けた場合は、袋体表面の一部に
ある清掃部材を清掃対象物の表面に接触させる単純な操作で適切な清掃ができる。袋体の
表面の全体に清掃部材を設けた場合は、清掃対象物の表面に接触する袋体表面の清掃部材
の部位を移動させることで、単一の清掃具で清掃対象物の広い面積を清掃することができ
、また汚れがひどい場合でも単一の清掃具で仕上げ清掃まで行うことができる。
【発明の効果】
【００１９】
　第１発明によれば、袋支持体を袋体から離脱させるためには、スリット形状の係合部に
係合されている袋体の被係合部を係合による抵抗に抗してスリット形状の開放された一方
端まで移動させてスリット形状から外し、袋支持体の係合部による係合を解除する必要が
あるため、袋支持体は袋体から抜け難くなる。また清掃操作のために袋支持体を動かすと
袋支持体の係合部に係合された袋体の被係合部は袋支持体の動きに追従して、袋体は袋支
持体と一体的な動きをし、袋体の内面部分に対する袋支持体の支持位置のずれが抑制され
る。その結果、袋体に挿入された袋支持体の袋体からの抜け止めと袋支持体による袋体の
支持とを適切に実現することができる清掃具が提供される。
【００２０】
　第２発明によれば、袋支持体の係合部の内縁部の凹凸によって袋体の被係合部が袋支持
体の係合部から受ける係合による抵抗が増加するので、袋支持体の抜け止め及び袋体の支
持の効果を高めた清掃具が提供される。
【００２１】
　第３発明によれば、袋支持体が挿入される方向に延在した袋体の被係合部によって、袋
体の被係合部と袋支持体の係合部とが係合し合う範囲が広くなり、係合力が強くなるので
、袋支持体の抜け止め及び袋体の支持の効果を高めた清掃具が提供される。
【００２２】
　第４発明によれば、袋体の対向する内側部分同士を結合した構造によって被係合部が形
成されるので、被係合部用に別途部材を用意する必要もなく、袋支持体の抜け止め及び袋
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体の支持を簡易な構造にて実現することができる清掃具が提供される。
【００２３】
　第５発明によれば、袋支持体が挿入された袋体の入口を入口縁部の内面位置に設けた面
ファスナー部材によって塞ぐので、袋支持体の抜け止めの効果を高めた清掃具が提供され
る。
【００２４】
　第６発明によれば、袋支持体の板状部分を清掃対象物の表面に沿う状態にすることによ
り、袋体表面の清掃部材が清掃対象物の表面に接触する面積が大きくなるので、簡単な操
作で清掃効果を高めることができる清掃具が提供される。
【００２５】
　第７発明によれば、袋支持体の板状部分の少なくとも一面に設けた突起が袋体の内側部
分にくい込んで、袋体の内側部分の移動を規制する袋支持体の規制力が大きくなるので、
袋支持体の抜け止め及び袋体の支持の効果を高めた清掃具が提供される。
【００２６】
　第８発明によれば、袋体の内部に挿入した可撓性を有する板の面で支持された袋体表面
の清掃部材が清掃対象物の表面に接触するときの接触力を、板の端部に連設された柄を持
つ手の操作によって板の撓みを変化させて調整することができるので、簡単な操作で清掃
効果を高めることができる清掃具が提供される。
【００２７】
　第９発明によれば、袋体の表面の一部に清掃部材を設けた清掃具を用いる場合には、単
純な操作で適切な清掃ができ、また、袋体の表面の全体に清掃部材を設けた清掃具を用い
る場合には、単一の清掃具で広い面積を清掃し、汚れがひどい場合でも仕上げ清掃まで行
うことができるので、簡単な操作で清掃効果を高めることができる清掃具が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明に係る清掃具の実施の形態１及び２を図面に基づいて説明する。
　実施の形態１
　図１は本発明に係る実施の形態１の清掃具の外観を示す斜視図、図２は実施の形態１の
袋支持体の平面図、図３は同袋支持体の底面図、図４は図２のＩＶ－ＩＶ線における断面
図、図５は実施の形態１の袋体の平面断面図、図６は図５のＶＩ－ＶＩ線における断面図
、図７は実施の形態１の清掃具の構造を示す断面図、図８は同清掃具の側面図、図９は同
清掃具の一部構成を示す図である。
【００２９】
　実施の形態１の清掃具は、表面に清掃部材として繊維材１を設けた袋体２と、袋体２に
対して挿脱自在な袋支持体３とを備えている。袋支持体３は、可撓性を有し、袋体２の内
部に挿入される板４と、板４の端部に連設された柄５とを有している。袋支持体３はポリ
プロピレン樹脂で作製してある。柄５の端部に対して脱着自在な延長具６が設けられてい
る。
【００３０】
　板４は略矩形状で４つの角部が丸められ、柄５が連設された側の辺４ａでの板の横幅よ
りも辺４ａに対向する辺４ｂでの板の横幅が狭くなっている。板４は辺４ａから辺４ｂに
向かう方向に細長いスリット４ｃを有し、スリット４ｃの辺４ｂ側の一端部は開放されて
いる。スリット４ｃは一定の幅ｄ１を有するが、辺４ｂの端部側部分ではｄ１より広い幅
にしてある。スリット４ｃには、辺４ｂの端部側部分に幅が急激に大きくなる段差を設け
、凸部ｋ１を形成してある。
【００３１】
　板４の底面には、複数の突起４ｄ，４ｄ，４ｄ，４ｄが互いに距離を隔てて設けてある
。図３には、スリット４ｃの両側箇所に夫々２個の突起４ｄ，４ｄを設け、板４のスリッ
ト４ｃと平行な辺の外周部に夫々３個の突起４ｄ，４ｄを設けた例を示す。各突起４ｄは
先端部が半球状をなし、先端部を基端部に対して辺４ａ側に傾けてある。板４の底面には
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、スリット４ｃの両側箇所の突起４ｄ，４ｄと、スリット４ｃと平行な両辺の外周部の突
起４ｄ，４ｄとの間に、スリット４ｃと平行な補強用のリブ４ｅがスリット４ｃと直交す
る方向に距離を隔てて４つ設けてある。各リブ４ｅは辺４ｂに近い側で幅が狭く高さが低
く形成してあるので、板４の剛性は辺４ａ側が辺２ｂ側より大きくなる。
【００３２】
　繊維材１はポリエステル製のマイクロファイバーで構成され、袋体２の表面の全体に設
けてある。袋体２はポリエステル製の布で作製してある。直径が約５ｍｍ、長さが２０ｍ
ｍ程度の繊維材１が袋体２の表面から突出するように繊維材１を袋体２にループ状に縫い
付けてある。袋体２は袋支持体３が挿脱される入口２ａを有し、入口２ａと対向する側か
ら入口２ａに向かって所定長さの袋体２の内側部分を連続的に縫い合わせた縫合部２ｂを
形成している。縫合部２ｂの縫合幅ｄ２は袋支持体３のスリット４ｃの幅ｄ１より広くし
てある。
【００３３】
　袋体２の入口２ａの開口縁には帯体２ｃが環状に設けてあり、帯体２ｃの対向する位置
に面ファスナー部材７，７が付設してある。面ファスナー部材７，７は袋体２に挿入され
た柄５の両側に位置するように一対設けてある。図８（ａ）は各対の面ファスナー部材７
，７を結合させないで袋体２の入口２ａを開いた状態を示し、図８（ｂ）は各対の面ファ
スナー部材７，７を結合させて袋体２の入口２ａを閉じた状態を示す。
【００３４】
　柄５は板４との連設箇所から後方側に径が太くなる筒体であり、可撓性を有しない。柄
５は板４の面に対して底面とは反対側に所定角度傾けて板４の辺４ａの中央箇所に連設し
てある。柄５の筒壁には、延長具６と連結するときに延長具６の先端部に設けた突片６ａ
が嵌合する係止孔５ａが設けてある。
【００３５】
　延長具６はアルミニウム製の３つの分割可能な筒体からなり、３つの筒体は内部を通る
弾性紐６ｃによって分離しないように保持され、各分割箇所で各筒体の端部同士が嵌合装
着・離脱可能にしてある。柄５と連結される筒体の先端部はポリプロピレン樹脂で作製さ
れ、突片６ａを設けてある。延長具６を柄５の端部に差し込むと、延長具６の先端部の突
片６ａが柄５の係止孔５ａに嵌まり、延長具６が柄５から抜けない状態で連結される。逆
に係止孔５ａに嵌まった突片６ａを押し込んで嵌合を解除した状態で延長具６を柄５から
引き出すことによって延長具６が柄５から分離される。延長具６の後端部にはポリプロピ
レン樹脂製の把持部６ｂが設けてある。
【００３６】
　以上の構成において、板の幅が狭い辺４ｂを先にして板４を袋体２の入口２ａから内部
に挿入すると、袋体２の縫合部（被係合部）２ｂが袋支持体３の挿入される方向に細長い
スリット（係合部）４ｃに該スリット４ｃの辺４ｂ側の開放された一方端から入り込み、
スリット４ｃに係合される。袋体２の縫合部２ｂはスリット４ｃの方向に延在し、細長い
スリット４ｃの全体よって規制されているので、袋体２の縫合部２ｂとスリット４ｃとの
係合範囲が広くなり、袋支持体３を動かすと袋体２はその動きに良好に追従する。また袋
体２の縫合部２ｂはスリット４ｃの端部側部分に設けた凸部ｋ１による規制も受ける。袋
体２に挿入した袋支持体４を袋体２から離脱させる場合は、板４のスリット４ｃに係合さ
れている袋体２の縫合部２ｂを係合による抵抗に抗してスリット４ｃの辺４ｂ側の開放端
まで移動させ、スリット４ｃから外すことで係合が解除される。
【００３７】
　図１０は実施の形態１の清掃具の使用状態を示す斜視図、図１１は別の使用状態を示す
斜視図である。図１０は柄５に延長具６を連結した清掃具で浴室の天井を清掃する状態で
ある。図１１は延長具６を外した清掃具でバスタブの内面を清掃する状態である。マイク
ロファイバーからなる繊維材１は吸水性及び発散性に優れているので、浴室の天井、横壁
等の水滴を拭き取ってカビの発生を有効に防止することができる。
【００３８】
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　実施の形態２
　図１２は本発明に係る実施の形態２の清掃具を示す一部断面正面図、図１３は実施の形
態２の袋支持体の平面図、図１４は図１３のＸＩＶ－ＸＩＶ線における断面図、図１５は
実施の形態２の袋支持体の底面図である。
【００３９】
　実施の形態２の清掃具は、実施の形態１の清掃具と基本構成は同一である。表面に繊維
材１を設けた袋体１０と、袋体１０に対して挿脱自在な袋支持体１１とを備えている。袋
支持体１１は、可撓性を有し、袋体１０の内部に挿入される略矩形の板１２と、板１２の
端部に連設された柄１３とを有している。尚、図示はしないが、袋体１０は、実施の形態
１の清掃具と同様に、袋支持体１１が挿脱される入口１０ａと、袋支持体１１が挿脱され
る方向に所定長さの袋体１０の内側部分を縫い合わせた縫合部１０ｂとを有している。
【００４０】
　次に、実施の形態２の清掃具は袋支持体の形状、構造が実施の形態１の清掃具と異なる
ので、その相違点について説明する。
　板１２は柄１３が連設された側の辺１２ａから対向する辺１２ｂに向かう方向に細長い
スリット１２ｃを有し、スリット１２ｃは辺１２ｂ側の端部が開放されている。スリット
１２ｃの幅は辺１２ａの側よりも辺１２ｂの側で広くなっている。スリット１２ｃの内縁
部は複数個の三角形の切り欠き部分を有し、凹凸状をなしている。この凹凸状部分によっ
てスリット１２ｃ内に係合されている袋体１０の縫合部（被係合部）１０ｂに対する係合
作用を高めている。
　板１２の底面には、スリット１２ｃと、スリット１２ｃと平行な両辺との間に、スリッ
ト１２ｃと平行な補強用のリブ１２ｄが２つ設けてある。各リブ１２ｄは辺１２ｂに近い
側で幅が狭く高さが低く形成してあるので、板１２の剛性は辺１２ａ側が辺１２ｂ側より
大きくなる。
【００４１】
　柄１３は可撓性を有する板体であり、板１２の面と平行に板１２の辺１２ａの中央箇所
に連設してある。柄１３の板厚は板１２との連設部の反対側で厚く形成してある。従って
、実施の形態２の清掃具を清掃対象物に押し当てる場合に、板１２だけでなく、柄１３の
板１２との連設部に近い部分も撓むので、小さい力で清掃部材が清掃対象物に当たる接触
圧の微妙な調整が可能となる。
【００４２】
　柄１３には把持部１４ａを備えた棒体１４を連結されている。柄１３の端部に一対の係
合片１３ｂ，１３ｂが設けられ、棒体１４の先端部には、柄１３の各係合片１３ｂと係合
する係合孔１４ｂ，１４ｂが設けてある。棒体１４の先端部を柄１３の端部に差し込むと
、柄１３の各係合片１３ｂが棒体１４の各係合孔１５ｂに嵌まり、棒体１４が柄１３から
抜けない状態で連結される。
【００４３】
　上記実施の形態１，２では、繊維材１を袋体２，１０の表面の全体に設けたが、袋体２
，１０の表面の一部、例えば、袋支持体３，１１の板４，１２の一方の面に対応する部分
にだけ繊維材１を設けてもよい。
【００４４】
　上記実施の形態１，２では、袋体２，１０の内側部分を縫い合わせた縫合部２ｂ、１０
ｂによって被係合部を形成したが、例えば袋体を不織布で作製した場合には、袋体の内側
部分を熱接合して被係合部を形成してもよい。また、袋体とは別の部材を袋体の内側部分
と結合させて設けて被係合部を形成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明に係る実施の形態１の清掃具の外観を示す斜視図である。
【図２】実施の形態１の袋支持体の平面図である。
【図３】実施の形態１の袋支持体の底面図である。
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【図４】図２のＩＶ－ＩＶ線における断面図である。
【図５】実施の形態１の袋体の平面断面図である。
【図６】図５のＶＩ－ＶＩ線における断面図である。
【図７】実施の形態１の清掃具の構造を示す断面図である。
【図８】実施の形態１の清掃具の側面図である。
【図９】実施の形態１の清掃具の一部構成を示す図である。
【図１０】実施の形態１の清掃具の使用状態を示す斜視図である。
【図１１】実施の形態１の清掃具の別の使用状態を示す斜視図である。
【図１２】実施の形態２の清掃具を示す一部断面正面図である。
【図１３】実施の形態２の袋支持体の平面図である。
【図１４】図１３のＸＩＶ－ＸＩＶ線における断面図である。
【図１５】実施の形態２の袋支持体の底面図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１　　　繊維材（清掃部材）
　２　　　袋体
　２ｂ　　縫合部（被係合部）
　３　　　袋支持体
　４　　　板（板状部分）
　４ｃ　　スリット（係合部）
　４ｄ　　突起
　５　　　柄
　７　　　面ファスナー部材
　１０　　袋体
　１０ｂ　縫合部（被係合部）
　１１　　袋支持体
　１２　　板（板状部分）
　１２ｃ　スリット（係合部）
　１３　　柄
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